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概 要 

連絡教員 西田 祐介（内線 3614） 

Sachdev-Ye-Kitaev 模型と多体局在 

Sachdev-Ye-Kitaev (SYK)模型[1]は多数のフェルミオンが全ての組み合わせで 4 点相互作用する模

型で、フェルミオンの個数が大きいときに様々な物理量が厳密に計算でき、低温ではカオスの上限

[2]を満たす。ブラックホールとホログラフィック対応をもつ模型の候補としても注目され、多くの

研究が行われてきた。SYK 模型にランダムな質量項を加えると（フォック空間における）多体局

在が起きる[3]。局在付近での波動関数のモーメント[4]や系を二分したときのエンタングルメント

エントロピー[5]を調べた結果を紹介したい。 
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